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日本力－未踏に挑む－

次世代重電日本けん引
　
地
球
温
暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
枯
渇
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
発
電
シ
ス
テ
ム
や
、
効
率
性

の
高
い
産
業
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
技
術
開
発
が
活
発
化
し
て
い
る
。
発
電
分
野
で
は
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
分
離
・
回
収
が
容
易
な
火
力
発
電
設
備
や
、
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

の
研
究
が
加
速
。
ま
た
イ
ン

フ
ラ
設
備
で
は
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Ｉ
ｏ
Ｔ

技
術
を
使
っ
た
鉄
道
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
実
用
化
し
つ
つ
あ

る
。
日
立
製
作
所
や
東
芝
、
三
菱
電
機
な
ど
が
中
心
に
な
り
、
次
世
代
の
重
電
技
術
を
け
ん
引
し
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
発
電
へ
研
究
加
速

イ
ン
フ
ラ
高
効
率
化
で
競
争

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
建
設
が
予
定
さ
れ
る
東

電
の
広
野
火
力
発
電
所

福
島
県

世
界
初
の
方
式
採
用

産
業
分
野
で
も
革
新

日立が受注したＩＥＰ向け鉄道車両が英国に到着
三菱電機はタービン発電機の
効率性や経済性の向上に注力

鉄
道
シ
ス
テ
ム

　
ク
リ
ー
ン
な
発
電
シ
ス
テ

ム
の
研
究
が
加
速
す
る
一

方
、
作
り
出
し
た
電
気
を
賢

く
使
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
具
現
化
し
た
形
が
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ

だ
。
近
年
で
は
欧
米
や
東
南

ア
ジ
ア
で
次
世
代
の
都
市
設

計
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
に

伴
い
都
市
の
象
徴
的
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
鉄
道
シ
ス
テ
ム

の
分
野
で
激
し
い
受
注
競
争

が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
向
け
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
で
世
界
大
手
に
位
置

す
る
三
菱
電
機
は
、
発
電
機

の
効
率
や
経
済
性
の
向
上
に

注
力
し
て
い
る
。

年
に
は

９
０
０

級

メ
ガ
は

１
０
０
万

の
大
容
量
発
電

機
に
、
世
界
で
初
め
て
水
素

間
接
冷
却
方
式
を
採
用
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
同
方
式

は
「
熱
伝
導
に
優
れ
て
発
電

ロ
ス
が
少
な
い
ほ
か
、
経
済

性
に
も
優
れ
て
い
る
」

電

力
シ
ス
テ
ム
製
作
所

。
今

後
、
機
能
を
確
認
し
た
後
に

製
品
化
し
国
内
外
で
販
売
す

る
意
向
だ
。

　
原
子
力
発
電
の
分
野
で

は
、
日
立
が
資
源
再
利
用
型

沸
騰
水
型
軽
水
炉

Ｒ
Ｂ
Ｗ

Ｒ

を
研
究
し
て
い
る
。
放

射
能
の
減
衰
期
間
が
長
い
放

射
性
廃
棄
物
「
超
ウ
ラ
ン
元

素
」

Ｔ
Ｒ
Ｕ

を
燃
料
と

し
て
再
利
用
す
る
原
発
だ
。

廃
棄
物
の
有
害
度
が
天
然
ウ

ラ
ン
並
み
に
減
衰
す
る
期
間

は
、
直
接
処
分
に
比
べ
て
約

万
年
か
ら
約
３
０
０
年
に

短
縮
す
る
と
い
う
。
最
終
処

分
場
の
面
積
も
４
分
の
１
で

済
む
。

年
度
以
降
に
試
験

炉
を
建
設
し
、
検
証
を
始
め

る
計
画
だ
。

　
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
分
野
で

は
、
圧
縮
機
や
搬
送
機
に
使

う
産
業
用
モ
ー
タ
ー
の
技
術

革
新
が
進
む
。
三
菱
電
機
や

安
川
電
機
な
ど
各
社
は
４
月

の
規
制
強
化
を
受
け
、
国
際

電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

規
格
の
Ｉ
Ｅ
３
に
対
応
し
た

高
効
率
モ
ー
タ
ー
を
市
場
に

投
入
す
る
。
ま
た
日
立
産
機

シ
ス
テ
ム

東
京
都
千
代
田

区

は
レ
ア
ア
ー
ス
材
料
を

使
わ
ず
に
Ｉ
Ｅ
４
に
対
応
し

た
永
久
磁
石
同
期

Ｐ
Ｍ

モ
ー
タ
ー
を
開
発
し
、
高
性

能
化
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
機
器
間
通
信

Ｍ
２
Ｍ

を
使
っ
た
遠
隔
監
視
・
診
断

サ
ー
ビ
ス
も
普
及
し
始
め
て

い
る
。
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク

Ｇ
Ｅ

は
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
な
ど
自
社
の
産

業
設
備
に
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
重
電
業
界
で
リ

ー
ド
す
る
。

　
日
立
も
生
産
設
備
な
ど
の

稼
働
状
況
を
監
視
・
診
断
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
お

り
、
他
社
製
品
で
も
利
用
で

き
る
点
を
訴
求
し
て
い
る
。

日
立
は
イ
ン
フ
ラ
技
術
と
Ｉ

Ｔ
を
融
合
さ
せ
た
社
会
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
注
力
し

て
お
り
、
今
後
も
産
業
イ
ン

フ
ラ
分
野
で
Ｍ
２
Ｍ
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
を
使
っ
た
技
術
を
追
求
し

国
際
競
争
力
を
高
め
る
意
向

だ
。

　
日
本
勢
で
は
日
立
が
鉄
道

事
業
を
成
長
領
域
に
位
置
付

け
、
欧
州
や
ア
ジ
ア
で
拡
大

し
て
い
る
。
英
国
で
は
総
額

１
兆
円
の
都
市
間
高
速
鉄
道

計
画

Ｉ
Ｅ
Ｐ

向
け
車
両

８
６
６
両
を
受
注
し
納
入
を

始
め
た
。
中
西
宏
明
会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ

最
高
経
営
責
任

者

は
「
鉄
道
事
業
は

注

力
分
野
で
あ
る

社
会
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
シ
ン
ボ

ル
」
と
力
説
す
る
。

　
ま
た
Ｍ
＆
Ａ

合
併
・
買

収

も
推
進
し
て
お
り
、
こ

の
ほ
ど
イ
タ
リ
ア
の
防
衛
企

業
か
ら
鉄
道
車
両
・
信
号
事

業
を
買
収
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
。
独
シ
ー
メ
ン
ス
な
ど

欧
州
・
北
米
の
鉄
道
３
強
の

背
中
が
見
え
、
世
界
大
手
を

追
撃
す
る
体
制
が
整
う
。

技
術
の
高
度
化

　
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
鉄

道
技
術
の
高
度
化
に
も
余
念

が
な
い
。
近
年
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

進
展
を
受
け
、
多
く
の
セ
ン

サ
ー
を
車
両
部
品
や
電
機
品

に
装
着
す
る
手
法
を
採
用
。

稼
働
情
報
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

大
量
デ
ー
タ

と
し
て
収

集
・
分
析
し
、
運
行
効
率
の

改
善
や
故
障
の
早
期
検
出
に

生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
今

後
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
用
い
た
鉄
道

技
術
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、

海
外
勢
と
の
競
争
に
打
ち
勝

つ
考
え
だ
。

　
車
両
用
電
機
品
で
も
日
本

勢
の
活
躍
が
目
立
つ
。
世
界

４
位
の
三
菱
電
機
は
、
単
品

販
売
に
比
べ
て
差
異
化
し
や

す
い
シ
ス
テ
ム
品
に
注
力
。

省
エ
ネ
、
旅
客
案
内
、
列
車

制
御
の
３
分
野
で
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
乗
り
出
し

た
。
蛇
行
時
の
モ
ー
タ
ー
の

負
荷
を
軽
減
す
る
技
術
や
回

生
電
力
を
車
両
や
駅
舎
に
使

う
技
術
を
確
立
し
、
シ
ス
テ

ム
と
し
て
提
供
す
る
。
事
業

を
担
う
菊
池
高
弘
常
務
執
行

役
は
「

年
度
に
交
通
シ
ス

テ
ム
メ
ー
カ
ー
で
世
界
１
位

を
目
指
す
」
と
力
説
す
る
。

　
電
機
品
大
手
の
東
芝
は
省

エ
ネ
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
意

欲
を
み
せ
る
。
勾
配
や
カ
ー

ブ
な
ど
の
路
線
デ
ー
タ
を
基

に
、
最
適
な
速
度
調
整
を
支

援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。

シ
ス
テ
ム
が
示
し
た
運
転
曲

線
通
り
に
速
度
を
調
整
す
る

と
、

％
の
省
エ
ネ
を
実
現

で
き
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か

二
次
電
池
「
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｂ
」
な

ど
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
提
案
す
る
。

　
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

は
新
興
国
を
中
心
に
急
速
に

拡
大
し
て
お
り
、
供
給
力
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
。
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

関

Ｉ
Ｅ
Ａ

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
調
査
に
よ
る
と
、
２

０
３
５
年
に
は
石
油
換
算
で

年
比
約
３
割
増
の
１
６
９

億

に
膨
ら
む
見
通
し
。
特

に
膨
大
な
人
口
を
抱
え
る
イ

ン
ド
は
同
約
２
・
１
倍
に
、

中
国
は
同
約
１
・
５
倍
に
な

る
と
い
う
。

発
電
効
率
の
向
上

　
一
方
で
旺
盛
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
に
伴
い
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
も
増
加
し
て
お
り
、

年

に
は
同
２
割
増
の
３
５
７
億

に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

発
電
効
率
の
向
上
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
抑
制
と
い
う
二
つ
の

問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、

地
球
温
暖
化
を
加
速
さ
せ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
消
費
し

尽
く
す
恐
れ
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
本
の
重

電
各
社
は
新
し
い
発
電
技
術

の
研
究
に
注
力
し
て
い
る
。

東
芝
は
米
電
力
会
社
な
ど
と

共
同
で
、
発
電
と
Ｃ
Ｏ
２
回

収
が
同
時
に
で
き
る
火
力
発

電
設
備
を
開
発
す
る
。
燃
焼

器
で
発
生
さ
せ
た
高
温
高
圧

の
燃
焼
ガ
ス
で
タ
ー
ビ
ン
を

回
し
て
発
電
し
、
排
出
さ
れ

た
超
臨
界
圧
の
Ｃ
Ｏ
２
を
燃

焼
器
に
循
環
。
燃
料
や
酸
素

と
共
に
再
び
燃
焼
さ
せ
て
燃

焼
ガ
ス
を
取
り
出
す
仕
組
み

だ
。

　
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
・
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル

Ｇ
Ｔ
Ｃ

Ｃ

発
電
と
同
等
の
発
電
効

率
を
持
つ
ほ
か
、
排
出
さ
れ

た
高
圧
の
Ｃ
Ｏ
２
は
燃
焼
器

に
循
環
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
ま
ま
回
収
す
る
こ

と
も
可
能
だ
。
回
収
コ
ス
ト

の
高
い
Ｃ
Ｏ
２
分
離
・
回
収

設
備
が
不
要
な
ほ
か
、
高
圧

の
Ｃ
Ｏ
２
は
油
田
に
注
入
し

て
採
掘
量
を
増
や
す
増
進
ガ

ス
と
し
て
販
売
で
き
る
。
開

発
を
主
導
す
る
野
本
秀
雄
テ

ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

「
熱
を
捨
て
ず
に
回
収
し
て

利
用
し
て
い
る
た
め
、
経
済

性
は
極
め
て
高
い
と
話
す
。

石
炭
の
高
度
利
用

　
石
炭
の
高
度
利
用
に
も
注

目
が
集
ま
る
。
石
炭
は
埋
蔵

量
が
豊
富
な
半
面
、
発
熱
量

の
低
い
低
品
位
炭
が
多
く
、

活
用
策
が
検
討
さ
れ
て
き

た
。
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ

Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ

は
低

品
位
炭
を
活
用
す
る
た
め
、

石
炭
を
燃
や
さ
ず
ガ
ス
化
し

て
使
う
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
既
存
石

炭
火
力
よ
り
約
２
割
効
率
が

上
が
る
技
術
で
、
東
京
電
力

が

年
に
も
広
野
火
力
発
電

所
に
導
入
す
る
な
ど
国
内
で

実
用
化
し
つ
つ
あ
る
。
Ｍ
Ｈ

Ｐ
Ｓ
の
西
澤
隆
人
社
長
は

「
米
国
に
も
売
れ
る
ほ
か
、

新
興
国
も
興
味
を
示
し
て
い

る
」
と
強
調
す
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１５年 平成２７年 ３月３１日 火曜日 　　


